
全編飯田下伊那で撮影された映画 「いつくしみふかき」 ２月１４日㈮から飯田市先行上映！ 詳細は裏表紙

６カ月前納
１年前納
２年前納

毎月納付（割引無し）

納付書・クレジットカード納付
９７,６６０円
１９３,４２０円
３８０,８８０円

年間１９６,９２０円（１６,４１０円×１２カ月）

割引額割引額
８００円
３,５００円
１４,５２０円

口座振替納付

※納付額・割引額は、令和元年度の金額です。令和２年度の金額は、４月初旬までに決定する予定です。

（参考）前納した場合の納付額（令和元年度）

１,１２０円
４,１３０円
１５,７６０円

９７,３４０円
１９２,７９０円
３７９,６４０円
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国
民
年
金
の
源
泉
徴
収

票
は
再
発
行
で
き
ま
す

　
国
民
年
金
の
源
泉
徴
収
票
や

準
確
定
申
告
用
源
泉
徴
収
票
を

紛
失
し
た
り
破
損
し
た
り
し
た

場
合
は
、
再
発
行
で
き
ま
す
。

▼
電
話
で
の
申
請

基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で
き

る
も
の
を
ご
用
意
の
上
、
電

話
で
ご
申
請
く
だ
さ
い
。

※
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利

用
さ
れ
た
場
合
、
受
付
か
ら

発
送
ま
で
２
週
間
程
度
か
か

り
ま
す
。
お
急
ぎ
の
場
合
は

飯
田
年
金
事
務
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
年
金
事
務
所
窓
口
で
の
申
請

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
で
ご
予

約
の
上
、
次
の
書
類
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

○
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
ま
た

は
改
定
通
知
書
な
ど
、
日
本

年
金
機
構
が
発
送
し
た
基
礎

年
金
番
号
が
わ
か
る
書
類

○
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
な

ど
）

※
代
理
の
方
が
手
続
き
さ
れ
る

場
合
は
、
次
の
書
類
も
併
せ

て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○
委
任
状
（
本
人
の
署
名
・
押

印
が
あ
る
も
の
）

○
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

（
免
許
証
な
ど
）

○
本
人
の
印
鑑
（
証
明
書
の
再

交
付
を
受
け
る
と
き
な
ど
）

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ

○
日
本
年
金
機
構

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

○
飯
田
年
金
事
務
所　

☎
０
２
６
５（
２
２
）３
６
４
１

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

は
、
ま
と
め
て
前
払
い
す
る
こ

と
で
割
引
き
さ
れ
る
「
前
納
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。
納
付
方
法

に
は
、
納
付
書
（
現
金
納
付
）、

口
座
振
替
納
付
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
付
が
あ
り
ま
す
。

▼
納
付
書

○
６
カ
月
前
納
・
１
年
前
納
は
、

４
月
初
旬
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
郵
送
さ
れ
る
納
付
書
で

納
付
期
限
ま
で
に
現
金
で
納

め
て
く
だ
さ
い
。

○
２
年
前
納
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
市
役
所
、
各
自
治
振

興
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
飯
田
年

金
事
務
所
で
、
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

▼
口
座
振
替
納
付

国
民
年
金
保
険
料

お
得
な
１
年
・
２
年
前
納

口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
、

市
役
所
、
各
自
治
振
興
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
飯
田
年
金
事
務

所
で
、
２
月
末
ま
で
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
持
ち
物

本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
な

ど
）、
年
金
手
帳
、
通
帳
、

口
座
届
出
印

※
６
カ
月
前
納
、
１
年
前
納
、

２
年
前
納
が
選
択
で
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
納
付
は
現
金
納
付

よ
り
も
割
引
率
が
高
い
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

市
役
所
、
各
自
治
振
興
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
飯
田
年
金
事
務

所
で
、
２
月
末
ま
で
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
持
ち
物

本
人
確
認
書
類
（
免
許
証

な
ど
）、
年
金
手
帳
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
（
本
人
、
配

偶
者
以
外
の
名
義
の
場
合
は

同
意
書
が
必
要
）

※
６
カ
月
前
納
、
１
年
前
納
、

２
年
前
納
が
選
択
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
市
民
課　
市
民
窓
口
係

内
線
５
４
２
８

○
飯
田
年
金
事
務
所

☎
０
２
６
５（
２
２
）３
６
４
１



月 締切日
令和２年４月 １５日㈬
５月 １５日㈮
６月 １５日㈪
７月 ３日㈮
８月 ７日㈮
９月 １５日㈫

月 締切日
１０月 １５日㈭
１１月 １３日㈮
１２月 １５日㈫

令和３年１月 １５日㈮
２月 １５日㈪
３月 １５日㈪

農地法に関係する申請　締切日
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歴
史
研
究
所

研
究
活
動
助
成
報
告
会

　
歴
史
研
究
所
で
は
、
個
人
や

団
体
の
歴
史
研
究
活
動
に
対
し

て
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
助
成
を
受
け
た
方

に
よ
る
成
果
の
報
告
会
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
費
無
料
で
ど
な

た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
日
時

３
月
１５
日
㈰

午
前
１１
時
～
正
午

▼
場
所　
歴
史
研
究
所
研
修
室

▼
テ
ー
マ

幕
末
か
ら
明
治
期
に
お
け
る

薪し
ん
た
ん炭
生
産
と
入い

り
あ
い
ち

会
地
の
管
理

▼
報
告
者

伊
藤
悠は

る
か
さ
ん

（
東
京
大
学
大
学
院
生
）

▼
問
い
合
わ
せ

歴
史
研
究
所

☎
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０

中
央
図
書
館

特
別
還
元
図
書
市

　
郷
土
資
料
、
美
術
書
、
美
術

雑
誌
な
ど
の
本
を
配
布
す
る
特

別
還
元
市
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

３
月
１
日
㈰

午
前
１０
時
～
午
後
５
時

▼
場
所

中
央
図
書
館
２
階
研
修
室

▼
冊
数

一
人
５
冊
ま
で
（
巻
数
の
多

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
天
歩

特
別
投
影

　
南
天
に
輝
く
１
等
星
カ
ノ
ー

プ
ス
は
、
出
現
高
度
が
低
く
観

測
が
困
難
な
天
体
の
一
つ
で
す
。

中
国
で
は
こ
の
星
を
見
つ
け

る
と
長
生
き
で
き
る
と
さ
れ
、

「
南
極
老
人
星
」
と
呼
ば
れ
て

美
術
博
物
館

防
災
イ
ベ
ン
ト

▼
テ
ー
マ

あ
の
日
を
忘
れ
な
い
～
今
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
～

▼
ミ
ニ
展
示

「
１
０
０
均
」
で
買
え
る
防

災
グ
ッ
ズ
を
展
示
し
ま
す
。

○
展
示
日

２
月
２９
日
㈯
～
３
月
１１
日
㈬

○
場
所

美
術
博
物
館

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ロ
ビ
ー

▼
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
特
別
投
影

○
日
時

３
月
１
日
㈰
、

７
日
㈯
・
８
日
㈰

午
後
４
時
～
５
時

○
場
所

美
術
博
物
館

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
天
歩

○
内
容

①
岩
手
県
南
部
震
災
地
の
記
録

（
和
歌
山
大
学
提
供
、
約
１０

分
）

②
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
特
別
番
組

「
星
よ
り
も
、
遠
く
へ
」

▼
防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＆

講
演
会

○
日
時

３
月
８
日
㈰

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
４５
分

○
場
所　
美
術
博
物
館
講
堂

○
講
師

後
藤
武
志
（
危
機
管
理
室
）

○
内
容

①
午
後
１
時
３０
分
～

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
我
が
家

の
避
難
計
画
づ
く
り
」

お
住
ま
い
の
地
域
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
、
我

が
家
の
避
難
計
画
を
つ
く
り

い
ま
す
。
今
回
の
特
別
投
影
で

は
こ
の
カ
ノ
ー
プ
ス
を
は
じ
め
、

飯
田
か
ら
は
見
え
な
い
南
天
の

星
座
を
紹
介
し
ま
す
。　

▼
テ
ー
マ

カ
ノ
ー
プ
ス
と
南
天
の
星
座

▼
日
時

２
月
２２
日
㈯

午
後
４
時
～
５
時　

▼
場
所

美
術
博
物
館

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
天
歩

▼
定
員

９０
人
（
当
日
先
着
順
）

▼
観
覧
料

一
般　
　
２
５
０
円

高
校
生　
１
５
０
円

小
中
学
生　
　
５０
円

▼
問
い
合
わ
せ

美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

ま
す
。

②
午
後
２
時
５０
分
～

講
演
会
「
誰
に
も
で
き
る
防

災
対
策
」

今
日
か
ら
始
め
る
こ
と
が
で

き
る
防
災
対
策
と
は
何
で

し
ょ
う
か
？
身
の
回
り
に

あ
る
リ
ス
ク
や
、
命
を
守
る

ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
楽
し
く
学
び
ま

し
ょ
う
。

※
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
み
、
講

演
会
の
み
の
参
加
も
で
き
ま

す
。

※
事
前
申
し
込
み
不
要
、
参
加

費
無
料
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

い
も
の
は
応
相
談
）

▼
問
い
合
わ
せ

中
央
図
書
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６

農
地
法
に
関
係
す
る

申
請
の
締
切
日

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法

に
関
係
す
る
申
請
に
つ
い
て
、

毎
月
締
切
日
を
設
け
て
審
議
し

て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
締
切
日
は
左

表
の
と
お
り
で
す
の
で
、
申
請

さ
れ
る
場
合
は
、
期
限
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
９
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飯
田
技
術
専
門
校

技
能
フ
ェ
ス
タ

　
訓
練
生
の
１
年
間
の
成
果
を

発
表
す
る
と
と
も
に
、
専
門
校

の
様
子
を
紹
介
す
る
「
技
能

フ
ェ
ス
タ
２
０
２
０
」
を
開
催

し
ま
す
。

　
訓
練
生
の
実
習
作
品
の
展
示

や
販
売
、
体
験
な
ど
、
楽
し
い

催
し
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

３
月
８
日
㈰

午
前
９
時
～
正
午

▼
場
所　
飯
田
技
術
専
門
校

▼
内
容

〇
木
造
建
築
科

木
工
製
品
の
展
示
・
販
売
な

ど
〇
自
動
車
整
備
科

無
料
タ
イ
ヤ
交
換
、
名
車
・

現
車
の
小
さ
な
博
物
館
な
ど

※
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
先

着
順
や
抽
選
に
な
り
ま
す
。

※
入
校
に
関
す
る
ご
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
飯
田
技
術
専
門
校
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

長
野
県
飯
田
技
術
専
門
校

☎
０
２
６
５（
２
２
）１
０
６
７

飯
田
技
術
専
門
校

街
並
み
ハ
イ
ク

　
飯
田
の
中
心
市
街
地
を
散
策

し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

飯
田
は
な
ぜ
小
京
都
？

其
の
参
～
水
害
か
ら
守
ら
れ

て
い
た
城
下
町
を
探
る
！
～

▼
日
時

３
月
７
日
㈯

午
前
８
時
３０
分
～
１１
時

（
雨
天
決
行
）

▼
集
合
場
所

市
役
所
Ｃ
棟
前
（
動
物
園

側
）
駐
車
場

▼
案
内
人

今
村
光
利
さ
ん

（
美
術
博
物
館
評
議
員
）

▼
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　
２
月
２５
日
㈫

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○　
長
野
県
建
築
士
会

飯
伊
支
部
事
務
局

☎
０
２
６
５（
２
２
）９
７
７
０

sikai-hani
@
ce.w

akw
ak.com

○
地
域
計
画
課　
建
築
指
導
係

　
内
線
３
７
７
７

な
が
の
子
育
て
家
庭
優

待
パ
ス
ポ
ー
ト
の
更
新

　
現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
「
な

が
の
子
育
て
家
庭
優
待
パ
ス
ポ

ー
ト
」「
多
子
世
帯
応
援
プ
レ

ミ
ア
ム
パ
ス
ポ
ー
ト
」
は
、
３

月
３１
日
㈫
に
有
効
期
限
を
迎
え

ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
新
し
い

パ
ス
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
を
交
付
し

ま
す
。

　
カ
ー
ド
は
、
保
育
園
・
認
定

こ
ど
も
園
に
通
う
子
ど
も
が
い

る
場
合
は
園
を
通
じ
て
３
月
中

に
配
布
し
ま
す
。
そ
れ
以
外
の

世
帯
は
３
月
中
に
ご
自
宅
へ
郵

送
し
ま
す
。

▼
対
象

第
一
子
妊
娠
中
の
方
が
い
る

世
帯
、
１８
歳
未
満
の
子
ど
も

が
い
る
世
帯

※
多
子
世
帯
応
援
プ
レ
ミ
ア
ム

パ
ス
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
は
、
１８

歳
未
満
の
子
ど
も
が
３
人
以

上
い
る
世
帯
の
み
で
す
。

▼
利
用
に
つ
い
て

新
し
い
カ
ー
ド
は
お
手
元
に

届
い
た
日
か
ら
利
用
で
き
ま

す
。
旧
カ
ー
ド
は
各
自
で
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課

子
育
て
支
援
係

内
線
５
３
４
４

求
人
説
明
会

　
現
在
ま
た
は
将
来
、
子
育
て

と
仕
事
の
両
立
を
考
え
て
い
る

方
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
仕
事
内
容
や
労
働

条
件
な
ど
、
そ
の
場
で
説
明
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お

子
さ
ん
も
一
緒
に
参
加
で
き
、

履
歴
書
は
持
参
不
要
で
す
。

　
参
加
に
当
た
り
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
へ
の
求
職
登
録
を
行
っ
て

い
な
い
方
は
、
事
前
に
マ
ザ
ー

ズ
コ
ー
ナ
ー
に
て
求
職
登
録
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

子
育
て
中
の
方
、
将
来
子
育

て
と
仕
事
と
の
両
立
を
考
え

て
い
る
方

▼
日
時

２
月
２１
日
㈮

午
前
１０
時
～
１１
時
４５
分

（
受
付
／
午
前
９
時
４５
分
～

１１
時
）

▼
場
所

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

３
階
第
３
研
修
室

（
東
栄
町
３
１
０
８
︱
１
）

▼
参
加
事
業
所　
１０
社
程
度

▼
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
田

マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー

☎
０
２
６
５（
２
４
）８
６
０
９

男
女
共
同
参
画
推
進
事

業
者
等
の
決
定
と
表
彰

　
男
女
共
同
参
画
に
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
事
業
者
お

よ
び
市
民
団
体
と
し
て
、
令
和

元
年
度
「
男
女
共
同
参
画
推
進

事
業
者
等
」
を
決
定
し
ま
し
た
。

▼
決
定
し
た
事
業
者
・
団
体

○
社
会
福
祉
法
人
萱
垣
会　

女
性
の
能
力
活
用
や
職
域
拡

大
、
仕
事
と
家
庭
生
活
の
両

立
支
援

○
座
光
寺
地
域
自
治
会

女
性
の
能
力
活
用
や
職
域
拡

大
、
そ
の
他
男
女
が
共
同
し

て
参
画
す
る
こ
と
の
で
き
る

環
境
づ
く
り

▼
表
彰

３
月
１
日
㈰
開
催
の
「
第
２５

回
市
民
の
つ
ど
い
」
で
表
彰

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

男
女
共
同
参
画
課

☎
０
２
６
５（
２
２
）４
５
６
０
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赤
い
羽
根
共
同
募
金

実
績
報
告

　
昨
年
１０
月
１
日
か
ら
全
国
一

斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
「
赤
い
羽

根
共
同
募
金
運
動
」
に
つ
い
て
、

飯
田
市
共
同
募
金
委
員
会
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
募
金
活
動
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
額
の
募

金
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

▼
実
績
報
告

○
地
域
福
祉
向
上

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
な
ど
の

地
域
福
祉
活
動
、
民
設
公
園

な
ど
の
遊
具
修
繕
、
高
齢
者

・
障
が
い
者
・
児
童
福
祉
の

充
実
、
民
間
福
祉
施
設
の
支

援
な
ど

○
被
災
地
支
援

台
風
第
１９
号
で
被
災
さ
れ
た

方
へ
の
義
援
金
な
ど

※
詳
し
い
使
い
道
な
ど
に
つ
い

て
は
、
飯
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
募
金
総
額

１
４
２
０
万
６
６
２
円

（
目
標
額
は
１
４
２
０
万
円
）

▼
問
い
合
わ
せ

長
野
県
共
同
募
金
会

飯
田
市
共
同
募
金
委
員
会
事

務
局
（
飯
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
内
）

☎
０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
２

飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
の
デ
ザ

イ
ン
が
使
用
で
き
ま
す

　
下
水
道
に
対
す
る
理
解
と
関

心
を
高
め
、
下
水
道
の
イ
メ
ー

ジ
向
上
を
図
る
た
め
、
下
水
道

マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
の
表
面
デ
ザ

イ
ン
を
市
民
や
企
業
の
皆
さ
ん

に
広
く
使
っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
ル
ー
ル
を
定
め
ま
し
た
。
商

品
や
印
刷
物
な
ど
に
マ
ン
ホ
ー

ル
ふ
た
の
デ
ザ
イ
ン
を
使
用
で

き
ま
す
。

▼
使
用
す
る
上
で
の
ル
ー
ル

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
の

「
飯
田
市
下
水
道
用
マ
ン
ホ

ー
ル
蓋ふ

た

の
表
面
デ
ザ
イ
ン
の

使
用
に
関
す
る
取
扱
要
領
」

を
必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
方
法

使
用
申
請
書
を
下
水
道
課
に

提
出
し
、
使
用
承
認
を
受
け

マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
　
デ
ザ
イ
ン

マンホールふたの
デザイン

市
立
病
院

医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
テ
ー
マ

飯
田
市
立
病
院
の
が
ん
診
療

▼
日
時

３
月
７
日
㈯

午
後
２
時
～
４
時
（
予
定
）

（
開
場
／
午
後
１
時
）

▼
場
所　
市
立
病
院
講
義
室

▼
内
容

○
第
１
部
「
飯
田
市
立
病
院
の

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
の
内
視

鏡
治
療
」

消
化
器
内
科
の
医
師
が
、
胃

が
ん
や
大
腸
が
ん
の
内
視
鏡

に
よ
る
治
療
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

○
第
２
部
「
ピ
ロ
リ
菌
の
検
査

・
薬
に
つ
い
て
」　

ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
や
投
薬
に

つ
い
て
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
が

説
明
し
ま
す
。

○
展
示

病
理
、
薬
物
療
法
、
放
射
線

治
療
、
リ
ハ
ビ
リ
、
が
ん
相

談
支
援
な
ど
の
が
ん
に
関
す

る
パ
ネ
ル
展
示

○
顕
微
鏡
検
査
体
験

顕
微
鏡
を
使
っ
た
ピ
ロ
リ
菌

の
観
察

※
申
し
込
み
不
要
、
入
場
無
料
。

▼
問
い
合
わ
せ

市
立
病
院　
庶
務
課

☎
０
２
６
５（
２
１
）１
２
５
５

て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課

下
水
道
施
設
管
理
係

内
線
２
２
８
２

美
術
博
物
館

協
議
会
委
員
の
募
集

　
美
術
博
物
館
協
議
会
委
員
の

定
数
１０
人
の
う
ち
１
人
を
公
募

し
ま
す
。

▼
対
象

飯
田
市
に
住
所
を
有
し
、
令

和
２
年
４
月
１
日
現
在
１８
歳

以
上
の
方

▼
活
動
内
容

年
１
～
２
回
程
度
開
催
す
る

協
議
会
に
出
席
し
、
美
術
博

物
館
の
事
業
へ
意
見
し
、
諮

問
な
ど
に
関
わ
る
。

▼
募
集
人
数　
１
人

▼
任
期

４
月
１
日
～
令
和
４
年
３
月

３１
日
（
２
年
間
）

▼
報
酬
な
ど

規
定
に
よ
る
報
酬
を
支
給

▼
応
募
方
法

所
定
の
申
込
書
お
よ
び
次
の

テ
ー
マ
で
１
０
０
０
字
以
内

に
ま
と
め
た
作
文
（
様
式
は

任
意
）
を
、
持
参
ま
た
は
郵

送
に
よ
り
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

○
作
文
の
テ
ー
マ

「
飯
田
市
美
術
博
物
館
の
魅

力
」
ま
た
は
「
飯
田
市
美
術

博
物
館
の
未
来
」

※
申
込
書
は
美
術
博
物
館
で
受

け
取
る
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
募
集
締
切

３
月
７
日
㈯
（
必
着
）

▼
選
考
結
果

応
募
者
宛
に
、
３
月
末
ま
で

に
結
果
を
ご
連
絡
し
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
５
︱
０
０
３
４

追
手
町
２
丁
目
６
５
５
︱
７

美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

美
術
博
物
館
協
議
会
委
員
募
集



①まちづくり・地域づくり応援事業

②多様な主体が連携する協働活動

対象事業 ４月１日から令和３年３月１５日までの間に実施し、完了する事業

対象事業 ４月１日から令和３年３月１５日までの間に実施し、完了する事業
対象事例 ２つ以上の団体が新たに連携協働し、新たに始める地域づくり活動

飯田市内で、まちづくり・地域づくりに取り組む団体、個人
（まちづくり委員会・単位自治会・公民館分館を含む）

事業費の７０％以内（上限３０万円）
※地元で購入調達して経済循環を高めることを盛り込むこと。

l新しいまちづくり活動
l地域がわくわくするまちづくり活動
l子育てを楽しめるまちづくり活動
l世代間交流が活発になるまちづくり活動
l飯田の未来を担う人材の育成や人づくり支援活動

飯田市内で、まちづくり・地域づくりに取り組む団体
（まちづくり委員会・単位自治会・公民館分館を含む）

３０万円（協働した団体で分配）
※助成額を超える事業を対象とし、地元で購入調達して経済循環を
　高めることを盛り込むこと。

対象事例

対 象 者

助 成 額

対 象 者

助 成 額
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ム
ト
ス
飯
田
助
成
事
業

募
集

　
ム
ト
ス
飯
田
推
進
委
員
会
は
、

協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
活
動

を
応
援
し
、
新
し
い
活
動
や
広

が
り
の
あ
る
活
動
を
中
心
に
、

独
創
的
・
モ
デ
ル
的
な
活
動
事

業
を
審
査
選
考
し
て
助
成
金
を

交
付
し
ま
す
。

　
「
ム
ト
ス
」
と
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
一
人
一
人
の
「
～
を

し
よ
う
と
す
る
（
セ
ム
ト
ス

ル
）」
と
い
っ
た
自
発
的
な
意

志
力
を
表
し
た
も
の
で
、
飯
田

市
の
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く

り
の
合
言
葉
で
す
。

▼
助
成
内
容

　
左
表
の
と
お
り

▼
申
請
方
法

申
請
用
紙
を
ム
ト
ス
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
ま
た
は
各
自
治

振
興
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
へ
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

ム
ト
ス
飯
田
助
成
事
業
　
募
集

※
申
請
用
紙
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

▼
募
集
期
間

２
月
１４
日
㈮
～
４
月
１４
日
㈫

▼
説
明
会
・
個
別
相
談
会

○
期
日　
３
月
１
日
㈰

○
時
間

４５
分
枠
で
２
回
実
施

①
午
後
１
時
３０
分
～
２
時
１５
分

②
午
後
２
時
３０
分
～
３
時
１５
分

○
場
所

市
役
所
Ｃ
棟
１
階

市
民
協
働
会
議
室

※
事
前
申
し
込
み
不
要

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ

ム
ト
ス
飯
田
推
進
委
員
会
事

務
局
（
ム
ト
ス
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
市
民
協
働
係
）

内
線
５
４
３
３

環
境
チ
ェ
ッ
カ
ー
募
集

　
現
在
の
環
境
チ
ェ
ッ
カ
ー
の

任
期
が
３
月
末
で
終
了
す
る
た

め
、
４
月
か
ら
活
動
し
て
い
た

だ
く
第
１４
期
環
境
チ
ェ
ッ
カ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象

小
学
校
５
年
生
以
上
で
飯
田

市
内
に
お
住
ま
い
の
方

環
境
チ
ェ
ッ
カ
ー
募
集

修
学
資
金
貸
与
制
度
を
利

用
し
て
看
護
職
で
働
こ
う

　
看
護
職
と
し
て
飯
田
下
伊
那

の
医
療
機
関
で
活
躍
し
た
い
方

は
、「
看
護
師
等
確
保
対
策
修

学
資
金
貸
与
制
度
」
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
職
種

看
護
師
、
助
産
師
、
保
健
師
、

准
看
護
師

▼
対
象
者

看
護
師
な
ど
の
養
成
施
設
に

在
学
す
る
方
で
、
免
許
取
得

後
直
ち
に
飯
田
下
伊
那
の
医

療
機
関
お
よ
び
介
護
・
福
祉

関
係
機
関
に
お
い
て
看
護
師

な
ど
の
業
務
に
従
事
す
る
意

思
を
有
す
る
方

▼
貸
与
額　
月
額
５
万
円

▼
貸
与
期
間

養
成
施
設
の
正
規
の
修
業
期

間
内

※
指
定
の
施
設
で
看
護
師
な
ど

の
業
務
に
５
年
間
従
事
す
れ

ば
返
還
免
除
と
な
り
ま
す
。

▼
募
集
人
数

新
入
生
お
よ
び
在
校
生
合
わ

せ
て
５
人
以
内
（
予
定
）

▼
募
集
期
間

３
月
１６
日
㈪
～
４
月
１７
日
㈮

（
予
定
）

※
募
集
要
綱
は
３
月
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

※
応
募
方
法
な
ど
詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
▼
問
い
合
わ
せ

南
信
州
広
域
連
合
事
務
局

介
護
保
険
係

☎
０
２
６
５（
５
３
）６
０
８
８

南
信
州
　
看
護
師
　
修
学
資
金

▼
活
動
内
容

○
市
か
ら
お
願
い
す
る
環
境
に

つ
い
て
の
調
査
や
意
見
の
報

告
○
自
然
観
察
会
な
ど
環
境
に
関

す
る
行
事
へ
の
参
加

▼
任
期

４
月
～
令
和
４
年
３
月

（
２
年
間
）

▼
募
集
人
数　
１
１
０
人

▼
応
募
方
法

応
募
様
式
を
環
境
課
窓
口
に

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
様
式
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
募
集
締
切

　
３
月
２７
日
㈮

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

環
境
課　
環
境
保
全
係

内
線
５
４
６
３



飯田シルバーコーラス
かざこし （合唱）

月２回
第２・４火曜日 １３：３０～１５：３０ 文化会館 入会金 １,０００円

月会費 １,０００円
万葉会
（百人一首かるた会）

月１回
第１週の平日 １０：００～１５：００ 鼎公民館

入会金 １,０００円
年会費 １,０００円
月会費   ６００円

エンジョイビデオクラブ
（教室ではなくサークル形式）

月２回
第２・４水曜日

１８：３０～２１：００（第２水）
 ９：３０～１２：００（第４水） 月会費 １,０００円

柏葉書道会
（基礎から学びます）

月２回
第１・３月曜日 １５：００～１６：３０ 月会費 １,０００円

さんとぴあ
　　飯田

教　室　名 開 催 日 時　間 場　所 会 費 など
生きがい教室 内容

はくよう
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農
業
委
員
・
推
進
委
員

の
募
集

　
現
在
の
農
業
委
員
お
よ
び
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（
推

進
委
員
）
の
任
期
が
７
月
１９
日

に
満
了
す
る
た
め
、
農
業
委
員

会
な
ど
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

き
、
個
人
や
団
体
か
ら
の
委
員

候
補
者
の
推
薦
お
よ
び
応
募
を

受
け
付
け
ま
す
。

▼
募
集
人
数
（
定
数
）　

○
農
業
委
員　
１９
人

○
推
進
委
員　
１９
人

※
推
進
委
員
の
定
数
は
、
下
久

堅
・
山
本
・
伊
賀
良
地
区
は

各
２
人
、
そ
の
他
の
地
区
は

各
１
人
で
す
。

※
旧
飯
田
（
５
地
区
）
は
、
１

地
区
と
し
て
扱
い
ま
す
。

▼
任
期

○
農
業
委
員

７
月
２０
日
～

令
和
５
年
７
月
１９
日

○
推
進
委
員

７
月
の
農
業
委
員
会
総
会
日

～
令
和
５
年
７
月
１９
日

▼
報
酬

飯
田
市
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
者
の
報
酬
に
関
す
る

条
例
に
基
づ
き
支
払
わ
れ
ま

す
。

▼
募
集
期
間

２
月
２０
日
㈭
～
３
月
１８
日
㈬

▼
推
薦
・
応
募
方
法

所
定
の
様
式
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送

に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
募
集
案
内
、
所
定
の
様
式
は

農
業
委
員
会
事
務
局
で
受
け

取
る
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

▼
選
考
・
任
命

各
委
員
ご
と
に
候
補
者
の
選

農
業
委
員
・
推
進
委
員
募
集

「
エ
コ
女じ

ょ

」に
な
っ
て「
エ

コ
美
活
」
し
ま
し
ょ
う

　
地
球
温
暖
化
は
環
境
や
気
候
、

生
態
系
な
ど
に
影
響
を
与
え
ま

す
。
こ
の
影
響
を
少
な
く
し
、

持
続
可
能
な
社
会
を
引
き
継
ぐ

た
め
に
地
球
の
環
境
を
守
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
「
エ
コ
」
の
取

り
組
み
が
必
要
で
す
。
エ
コ
活

動
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

地
球
に
も
自
分
に
も
い
い
こ
と

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象

飯
田
市
在
住
の
女
性

▼
日
時

３
月
１５
日
㈰

午
前
１０
時
～
午
後
０
時
３０
分

▼
場
所　
旧
飯
田
測
候
所

▼
内
容

エ
コ
ラ
イ
フ
の
話
、

身
近
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
話
、

ヨ
ガ
体
験

▼
講
師

○
絹
代
さ
ん
（
飯
田
市
エ
コ
ラ

イ
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

○
森
下
晏あ

き希
さ
ん
（
ヨ
ガ
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

▼
持
ち
物

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
な
け
れ
ば
バ

ス
タ
オ
ル
）、
汗
拭
き
タ
オ

ル
、
飲
み
物

※
運
動
で
き
る
暖
か
い
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
定
員　
２０
人

▼
駐
車
場

市
営
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▼
申
込
方
法

電
話
、
ま
た
は
氏
名
、
住
所
、

連
絡
先
を
明
記
の
上
F
A
X

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切　
３
月
６
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

環
境
モ
デ
ル
都
市
推
進
課

内
線
３
４
７
４

０
２
６
５（
５
３
）２
３
３
３

生
き
が
い
教
室
会
員
募
集

　
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
各
種

教
室
の
４
月
か
ら
の
会
員
を
募

集
し
ま
す
。
市
内
各
地
区
か
ら

楽
し
い
仲
間
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
。
あ
な
た
も
一
緒
に
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象

市
内
在
住
の
６０
歳
以
上
の
方

▼
内
容　
上
表
の
と
お
り

▼
定
員

○
柏は

く
よ
う葉
書
道
会　
　
１０
人

○
そ
の
他
の
教
室　
な
し

▼
申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
申
込
締
切

○
柏
葉
書
道
会　
３
月
６
日
㈮

○
そ
の
他
の
教
室　
随
時
募
集

※
見
学
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご

希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
寿
支
援
課　
長
寿
支
援
係

内
線
５
７
５
４

考
を
行
い
、
農
業
委
員
は
６

月
の
市
議
会
に
て
選
任
同
意

を
得
た
後
、
市
長
が
任
命
し

ま
す
。
ま
た
推
進
委
員
は
、

７
月
の
農
業
委
員
会
総
会
時

に
農
業
委
員
会
が
委
嘱
し
ま

す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
５
︱
０
８
１
７

鼎
東
鼎
２
８
１

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
９



２０２０.２.１５［広報いいだ］7

く
ら
し
に
役
立
つ

法
律
の
は
な
し

　
南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
長
野
県
弁
護
士
会
飯
田
在

住
会
と
共
催
で
、
弁
護
士
に
よ

る
講
話
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

令
和
２
年
春
の
相
続
検
定

～
あ
な
た
の
相
続
理
解
度
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
～

▼
日
時

３
月
１１
日
㈬

午
後
１
時
３０
分
～
３
時

▼
場
所

南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

▼
講
師

後の
ち
だ田
寿と

し
ひ
さ久
さ
ん
（
後
田
法
律

事
務
所
弁
護
士
）

※
事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６
５（
２
４
）８
０
５
８

「
伊
那
谷
の
自
然
と
文

化
」
学
び
あ
い
講
座

　
全
４
回
の
講
座
の
第
３
回
、

第
４
回
を
開
催
し
ま
す
。

▼
第
３
回

伊
那
谷
の
象
徴
で
あ
り
、

「
暴
れ
天
竜
」
と
い
う
別
名

も
あ
る
天
竜
川
の
災
害
の
歴

史
と
、
こ
こ
に
住
む
私
た
ち

の
防
災
の
取
り
組
み
、
そ
し

て
こ
れ
か
ら
の
整
備
に
つ
い

て
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し

ま
す
。

○
テ
ー
マ

川
と
人

～
洪
水
と
そ
の
対
策
～

○
日
時

３
月
１
日
㈰

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

○
場
所

市
役
所
C
棟
３
階

Ｃ
３
１
１
・
３
１
２
会
議
室

○
講
師

l
矢
澤
聖
一
さ
ん
（
天
竜
川
上

流
河
川
事
務
所
副
所
長
）

l
太
田
仙
一

（
歴
史
研
究
所
研
究
員
）

l
羽は

だ田
真
也

（
歴
史
研
究
所
研
究
員
）

▼
第
４
回

飯
田
市
有
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
菱
田
春
草
の
作

品
「
鎌
倉
時
代
闘
牛
の
図
」

を
題
材
に
、
春
草
が
描
い
た

動
物
た
ち
に
焦
点
を
当
て
、

実
際
に
簡
単
な
作
業
を
交
え

な
が
ら
そ
の
制
作
に
迫
り
ま

す
。

美
博
の
自
然
講
座

　
裸
子
植
物
の
種
子
を
生
産
す

る
た
め
の
器
官
で
あ
る
球
果

（
松
ぼ
っ
く
り
）
を
つ
け
る
樹

○
テ
ー
マ

菱
田
春
草
に
描
か
れ
た
動
物

た
ち
～「
鎌
倉
時
代
闘
牛
の

図
」
と
「
黒
き
猫
」～

○
日
時

３
月
１４
日
㈯

午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

○
持
ち
物

色
鉛
筆
ま
た
は
ク
レ
ヨ
ン
、

パ
ス
テ
ル

○
場
所

　
美
術
博
物
館
講
堂

○
講
師

l
槇
村
洋
介

（
美
術
博
物
館
学
芸
員
）

l
小
島
淳あ

つ
し

（
美
術
博
物
館
学
芸
員
）

※
第
３
回
、
第
４
回
と
も
事
前

申
し
込
み
不
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

内
線
３
７
５
４

木
は
、
伊
那
谷
に
は
移
入
種
を

含
め
て
、
お
よ
そ
３０
種
類
が
見

ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
球
果

は
そ
れ
ぞ
れ
の
樹
種
が
種
子
を

散
布
し
、
次
世
代
を
残
す
た
め

の
戦
略
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

大
き
さ
や
形
に
進
化
し
て
き
ま

し
た
。
変
化
に
富
ん
だ
そ
れ
ら

の
違
い
を
、
樹
木
の
生
態
を
通

し
て
考
え
て
み
ま
す
。

▼
演
題　

松
ぼ
っ
く
り
か
ら
み
る
針
葉

樹
の
生
き
方

▼
日
時　

３
月
７
日
㈯

午
後
１
時
３０
分
～
３
時

▼
場
所

　
美
術
博
物
館
講
堂

▼
講
師

清
水
岳
志
さ
ん

（
伊
那
谷
自
然
友
の
会
）

※
事
前
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

○
第
１
回

３
月
４
日
㈬

午
後
７
時
３０
分
～
９
時

○
第
２
回

３
月
１１
日
㈬

午
後
７
時
３０
分
～
９
時

※
全
２
回
で
す
が
、
１
回
だ
け

の
受
講
も
可
能
で
す
。

▼
場
所　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

▼
講
師

安
藤
正
樹
さ
ん

（
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
ア
カ
デ

ミ
ー
院
長
）

▼
持
ち
物

下
敷
き
マ
ッ
ト
（
ヨ
ガ
マ
ッ

ト
）、
上
履
き
、
タ
オ
ル

▼
定
員

１
回
１５
人
（
先
着
順
）

※
５
人
に
満
た
な
い
場
合
開
講

し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法

電
話
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

窓
口
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
申
込
締
切　
２
月
２８
日
㈮

▼
問
い
合
わ
せ

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎
０
２
６
５（
２
３
）５
５
７
１

（
平
日
午
前
１０
時
～
午
後
５

時
） 勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
特
別

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象

飯
田
市
在
住
ま
た
は
市
内
に

お
勤
め
の
方
で
、
お
お
む
ね

６０
歳
以
下
の
社
会
人

▼
日
時

体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座



住んでいない  家  をお持ちの方へ家家  家
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l空き家を解体すると更地となった宅地が売却
できることがあります。
※更地にすれば管理が大変楽になります。

l空き家を中古住宅として売却できることがあ
ります。

空き家を処分すると
気持ちが大変楽になります。
一度検討してみませんか。

‒ۭ͖Ոͷॲ෼ʹ͍ͭͯ͸
ɹ͓ۙ͘ͷෆಈऀۀ࢈ʹ͝૬ஊ͍ͩ͘͞ɻ
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「ゆいたん」

■問い合わせ
結いターン移住定住推進室 内線５４４３
https://www.city.iida.lg.jp/site/yuiturn/
yuiturn@city.iida.nagano.jp

U
タ
ー
ン
I
タ
ー
ン
を

応
援
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

結
い（
U
I
）タ
ー
ン
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く
ら
し
と
健
康
の
相
談
会

　
失
業
・
倒
産
・
多
重
債
務
な

ど
に
つ
い
て
弁
護
士
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て
保

健
師
に
よ
る
健
康
相
談
を
行
い

ま
す
。
い
ず
れ
も
無
料
で
す
。

▼
対
象

失
業
・
倒
産
・
多
重
債
務
な

ど
に
つ
い
て
悩
み
を
持
つ
方

お
よ
び
そ
の
家
族
な
ど

▼
日
時

３
月
５
日
㈭
、
１２
日
㈭
、

１９
日
㈭
、
２６
日
㈭

午
前
１０
時
～
正
午

▼
場
所

飯
田
保
健
福
祉
事
務
所

▼
相
談
内
容

失
業
・
倒
産
・
多
重
債
務
・

健
康
に
関
す
る
相
談

▼
予
約

相
談
は
予
約
制
で
す
。
お
電

話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ

飯
田
保
健
福
祉
事
務
所

健
康
づ
く
り
支
援
課

☎
０
２
６
５（
５
３
）０
４
４
４

年
金
事
務
所
の
予
約
相
談

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
年
金

相
談
を
よ
り
丁
寧
で
効
率
的
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
事
前
の
予

約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
年

金
事
務
所
に
お
越
し
に
な
る
前

に
ご
予
約
い
た
だ
く
と
ス
ム
ー

ズ
で
す
。

▼
予
約
方
法

相
談
希
望
日
１
カ
月
前
か
ら

前
日
ま
で
の
間
に
、
電
話
ま

た
は
年
金
相
談
窓
口
で
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

※
ご
予
約
を
受
け
付
け
る
際
に

は
、
相
談
者
お
よ
び
配
偶
者

氏
名
、
基
礎
年
金
番
号
、
電

話
番
号
、
相
談
内
容
な
ど
に

つ
い
て
確
認
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ

日
本
年
金
機
構

予
約
受
付
専
用
電
話

☎
０
５
７
０（
０
５
）４
８
９
０

歴
史
研
究
所
地
域
史
講
座

　
遠
山
谷
の
人
々
の
暮
ら
し
は
、

険
し
い
斜
面
や
谷
筋
の
街
道
と

共
に
あ
り
、
そ
の
中
で
独
自
の

景
観
が
形
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

本
講
座
で
は
近
年
の
調
査
を
ふ

ま
え
て
、
変
遷
す
る
景
観
に
つ

い
て
考
え
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

遠
山
谷
の
歴
史
的
景
観

消
え
ゆ
く
景
観
と
引
き
継
が

れ
る
景
観

▼
日
時

３
月
１４
日
㈯

午
後
２
時
～
３
時
４５
分

▼
場
所

南
信
濃
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
南
信
濃
公
民
館
）

▼
講
師

樋
口
貴
彦
さ
ん

（
東
洋
大
学
助
教
・
歴
史
研

究
所
調
査
研
究
員
）

▼
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

佐
々
木
葉よ

う

さ
ん

（
早
稲
田
大
学
教
授
）

※
受
講
料
無
料
、
事
前
申
し
込

み
不
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

歴
史
研
究
所

☎
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０

第
２４
回
伊
那
谷
地
名
講
座

　
江
戸
時
代
の
飯
田
は
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
の
産
物
が
「
中ち

ゅ
う
ま馬
」

に
よ
り
運
ば
れ
、
飯
田
の
産
業

の
発
展
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

今
回
の
講
座
で
は
、
中
馬
街
道

が
飯
田
に
も
た
ら
し
た
も
の
と
、

そ
れ
に
ま
つ
わ
る
旧
飯
田
町
の

地
名
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

中
馬
街
道
の
歴
史
と
地
名
３

▼
日
時

３
月
８
日
㈰

午
後
１
時
３０
分
～
３
時

▼
場
所

中
央
図
書
館

２
階
研
修
室

▼
講
師

○
前
澤
健た

け
し
さ
ん

（
高
森
北
小
学
校
教
諭
）

○
原
田
望の

ぞ
む
さ
ん
（
伊
那
谷
地
名

研
究
会
会
員
）

▼
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
中
央
図
書
館
窓

口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　
３
月
６
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

中
央
図
書
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６



火災情報
○○時○○分、飯田市○○で建物火災が発生しました。

市では、火災発生や事件・事故などの情報を
メールで配信しています。このサービスを利用
するためには、次のとおり利用者登録が必要で
す。ぜひご登録ください。

いいだ安全・安心メール
を配信しています

●手順１を行わない
と、携帯電話会社な
どが迷惑メール判
定の仕様を変更した
場合に届かなくなる
場合があります。

●UR L付きメールの
受信を許可してくだ
さい。

●全ての情報が必要
な場合は、それぞれ
登録してください。

手順

携帯電話またはスマートフォンで以下のメールアドレスまたは
メールドメインを 「受信許可」 に設定してください。

手順2

手順1

次のＱＲコードを読み取るか登録メールアドレスを直接入力し、
空メールを送信してください。

3
返信メールが届いたら、記載されたＵＲＬにアクセスし、利用規約に
同意の上、ガイダンスに従って登録してください。

火災情報 t-iida-kasai@sg-m.jp

緊 急 情 報
ʢࣄ ɾ݅ނࣄ৘ใɺෆ৹ऀ৘ใɺ
ෆ໌ऀํߦใɺܯ֐ࡂ৅ɾؾ
৘ใͳͲʣ

t-iida-ansin@sg-m.jp

登録メールアドレス ＱＲコード

総務文書課 情報システム係
内線２１２7、２１２８

登 録 方 法

◉メールアドレス　haishin@city.iida.nagano.jp
◉メールドメイン　city.iida.nagano.jp

問い合わせ

https://w
w
w
.city.iida.lg.jp/

市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い

市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い

市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
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農
地
相
談

　
農
地
の
売
買
や
貸
し
借
り
、

農
地
の
転
用
、
遊
休
農
地
対
策
、

農
業
者
年
金
な
ど
農
地
に
関
す

る
相
談
を
、
各
地
区
担
当
の
農

業
委
員
と
農
業
委
員
会
事
務
局

職
員
が
受
け
付
け
ま
す
。

　
開
催
地
区
以
外
の
ご
相
談
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
３
月
の
農
地
法
許
可

申
請
な
ど
の
締
め
切
り
は
、
３

月
１３
日
㈮
で
す
。

▼
開
催
日
・
開
催
地
区

○
３
月
２
日
㈪　

　
下
久
堅
・
上
村
・
南
信
濃

○
３
月
３
日
㈫　

　
龍
江
・
伊
賀
良

○
３
月
６
日
㈮　
竜
丘

〇
３
月
１２
日
㈭　
山
本

▼
場
所

開
催
地
区
Ｊ
Ａ
の
各
支
所
・

事
業
所

▼
時
間

午
前
９
時
３０
分
～
１１
時

※
上
村
・
南
信
濃
地
区
は
、
場

所
お
よ
び
時
間
が
異
な
り
、

予
約
が
必
要
で
す
。
事
前
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
上
村

上
村
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

午
後
３
時
～
４
時　

○
南
信
濃

南
信
濃
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

午
後
１
時
３０
分
～
２
時
３０
分

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
９

行
政
書
士
無
料
相
談

　
各
種
許
認
可
申
請
な
ど
の
行

政
手
続
き
、
遺
言
、
相
続
な
ど

の
手
続
き
に
つ
い
て
、
行
政
書

士
が
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
日
時

　
２
月
２３
日
㈷

　
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

▼
場
所

　
エ
ス
・
バ
ー
ド
Ｂ
棟
２
階

会
議
室
Ｂ
２
０
１

▼
問
い
合
わ
せ

　
長
野
県
行
政
書
士
会

　
飯
田
支
部

☎
０
２
６
５（
２
２
）１
１
７
１



～ 小さな子どもと子育て中のお父さん、
                  お母さんのためのコンサート ～
～ 小さな子どもと子育て中のお父さん、
                  お母さんのためのコンサート ～

★日　時：３月１５日（日）
①９：４５～／②１１：００～（演奏約３０分）

★会　場：飯田人形劇場（カーペットの上で鑑賞）
★主な対象：主に０～２歳児

（きょうだいや対象年齢以上のお子さまも可）
★定　員：各回親子６０組
★参加費：親子２００円
★出　演：アンサンブルLibre

（オーボエ、クラリネット、ファゴット ほか）
★プログラム：♪ミッキーマウス・マーチ

♪フレンド・ライク・ミー   ほか

〒３９５－００５１ 飯田市高羽町５－５－１  飯田文化会館事業係宛
※往信用の文面へ申込必要事項を、返信用の宛名面へご自身の宛名をご記入ください。

①希望の時間 （９：４５～ ｏｒ １１：００～ ｏｒ どちらでも可）
②保護者氏名　　③子ども氏名、 年齢
④保護者・子ども各人数　　⑤住所　　⑥電話番号

●問い合わせ／飯田文化会館　☎０２６５（２３）３５５２
ｈｔｔｐs：//ｗｗｗ.ｃｉｔｙ.ｉｉｄａ.ｌｇ.ｊｐ/ｓｉｔｅ/ｂｕｎｋａｋａｉｋａｎ/

申込締切

インターネットでの申し込み

往復ハガキでの申し込み

申込必要事項

「ながの電子申請サービス」の
サイトにてお申し込みください。
※飯田文化会館ホームページ内の
「にこにこステージ」からもアクセスできます。

２月２８日（金）必着
（１通につき１親子。応募者多数の場合は抽選。
 抽選結果は３月４日㈬までにお知らせします。）

Ϧʔϒϧ

♪ミッキーマウス・マーチ
♪フレンド・ライク・ミー  ほか

までにお知らせします。）

５̏５̏５̏

スプレー缶やカセットボンベの出し方

【 スプレー缶の場合 】
必ず火気のない風通しのよい屋外で、噴射音が聞こえなくなるまでスプレーボタンを押して中身を出し切ってくだ
さい。（商品によっては、記載の使用説明に従い、中身排出機構、ガス抜きキャップ、ボタンなどを使い、出し切ってく
ださい。）
【 カセットボンベの場合 】
カセットコンロ本体に装着した状態で、安全に配慮しながら中身を使い切ってください。
（中身を抜けない場合は、環境課へご相談ください。）

中身を出し切ったスプレー缶やカセットボンベに、必ず火気のない風通しのよい屋外で、安全に穴を開けてください。
（当市では、穴を開ける出し方になります。安全には十分ご注意ください。市販の穴開け器を使うと簡単です。）

穴を開けたスプレー缶やカセットボンベは、空き缶などで使用する緑色の文字の 「資源ごみ（金属）」 のごみ袋に入
れ、指定の収集日にごみ集積所へ出してください。 「埋立ごみ」 として出さないようにご注意ください。
※プラスチックのキャップやノズルは外し、汚れを落としてから資源ごみ（プラ資源）として出してください。（汚れが落ちないものは燃やすごみへ）

スプレー缶やカセットボンベの捨て方
もう一度、確認してください！！

必ず中身を出し切る

必ず缶に穴を開ける

カセットコンロ本体に装着した状態で、安全に配慮しながら中身を使い切ってください。
（中身を抜けない場合は、環境課へご相談ください。）

中身を出し切ったスプレー缶やカセットボンベに、
必ず缶に穴を開ける

「 資源ごみ （金属）」 として出す

中身を出し切ったスプレー缶やカセットボンベに、
（当市では、穴を開ける出し方になります。安全には十分ご注意ください。市販の穴開け器を使うと簡単です。）

穴を開けたスプレー缶やカセットボンベは、
れ、指定の収集日にごみ集積所へ出してください。 
※プラスチックのキャップやノズルは外し、汚れを落としてから資源ごみ（プラ資源）として出してください。（汚れが落ちないものは燃やすごみへ）

中身を出し切ったスプレー缶やカセットボンベに、
（当市では、穴を開ける出し方になります。安全には十分ご注意ください。市販の穴開け器を使うと簡単です。）

「資源ご

◆問い合わせ／環境課 廃棄物対策係  内線５４６５

スプレー缶（殺虫剤、毛染め剤、消臭剤など）やカセットボンベが埋立ごみに混入していることが依然と
して多く見受けられます。また、それらが原因となり、ごみ収集車両の火災へとつながった事案があります。
不適正な排出は、ごみ収集車両をはじめ、ごみ集積所や付近の建物、ごみ処理施設での火災や事故に
つながる恐れがあります。今一度スプレー缶やカセットボンベの出し方をご確認ください。

［広報いいだ］２０２０.２.１５ 10
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さまざまな媒体で情報発信しています。さまざまな媒体で情報発信しています。

暮らしの情報やイベント情報などを
配信しています。
全ページスマートフォン対応！

日々の出来事やイベントの告知など
写真とともに配信しています。

飯田市

フェイスブック　広報いいだ

いいだＦＭ

暮らしに便利な情報をデータ放送で配信しています。

飯田市の政策や行事などを紹介します。

市議会開会中は議会の様子を生中継で放送します。

★データ放送 ʮ結いチャンネルʯ１２チャンネル１２チャンネル

★テレビ広報 ～市民のみなさんへ～
地デジ１１チャンネル（７１３チャンネル）地デジ１１チャンネル（７１３チャンネル）

lࢢ໾ॴ͔Βͷ͓஌Βͤ
l฻Β͠ͷ৘ใʢٳ೔౰൪ҩɺࢢຽόε৘ใɺ
͝ΈऩूΧϨϯμʔͳͲʣ
lٸۓ৘ใ
lࢢ಺Πϕϯτ৘ใ
l͓չ΍Έ

市からのお知らせをお届けします。
★広報いいだの風

さまざまなテーマで市民の声をお届けする市の企画
番組です。

★かざこし歳時記

飯田市からのお知らせを、英語・ポルトガル語・
中国語でお届けしています。

★外国語広報

l஍۠ͷ͓஌Βͤ
lؾ৅৘ใ
lೆ৴भ৽ฉ̴̣ࣾ ͆͂ ��ͳͲ

l์ૹ೔ఔ

★議会中継 ７１４チャンネル７１４チャンネル

放送日 放送時間（主な放送時間）

  ９：３０～
１８：３０～

１２：００～
１９：３０～

１５：００～
２２：３０～

  ９：３０～
１８：１５～

１２：００～
１９：１５～

１５：００～
２２：１５～

  ９：３０～
１８：１５～

１２：００～
２２：００～

１４：３０～
２３：４５～

l月～金曜日／
７：１８～、 ８：５３～、 １２：５３～、 １７：５３～、 １８：５３～
l土曜日／１１：５３～

①月～木曜日／
７：０５～７：１８ （再放送１８：４０～１８：５３）
②月～木曜日／
１２：４０～１２：５３ （再放送１７：４０～１７：５３）

l土・日曜日／１８：００～１８：３０

˞ᶄ１２ɿ̐０ʙ１２ɿ５̏ �ʢ์࠶ૹ１̓ɿ̐０ʙ１̓ɿ５̏ ʣ͸
ୈ５िͷ์ૹ͸͋Γ·ͤΜɻ

◎番組表は「いいだＦＭ」のホームページでチェック！

˞ը໘Πϝʔδ

２月の放送予定
地元で広がる「つなぐ」事業

１７日㈪～１９日㈬

２０日㈭・２１日㈮

２２日㈯・２３日㈷

飯田市の人口（２/１現在）■人口＝１００,６１６人（前月比－６０）男４８,４３７人／女５２,１７９人  ■世帯数＝４０,０７４世帯（前月比＋２５）
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エキストラとして参加したり、ボランティアとして出演者・
スタッフの食事を用意したりするなど、多くの地元の方が
参加し撮影を支えました。「門真国際映画祭２０１９」では、
「最優秀ケータリング賞」を受賞しました。

約６００人の地元住民が参加

l企画・主演の遠山雄さんをはじめ、飯田下伊那に縁が
あるたくさんの俳優・スタッフが参加
lテレビや舞台などで活躍している俳優も出演

国内外の映画祭でグランプリ３つを含む
１１の賞を受賞

など

２月１４日（金）～（１年間予定）
※上映時間などは各劇場へお問い合わせください。 いつくしみふかき

０̏೥ؒɺ઄౪൜ͷ෕਌ͷଘࡏΛফ͠ɺ฼਌ʹґଘͯ͠ੜ͖͖ͯͨ
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